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基本要求回答交渉報告
「自殺ではなく退職」「パワハラはない」虚偽回答の謝罪と撤回を求める！
職場実態を考慮しない指示が、今も過重労働を生み出し続けていることを知事は自覚すべき！
委員長の冒頭発言
　回答交渉にあたり、私から3年前に発生した職員の過労自殺問題に関して、いくつか申し上げたい。
　ご遺族の記者会見によれば、この過労自殺については今年4月に公務災害に認定された。
　神奈川県では、2006年にも過労自殺が発生し、2008年に公務災害として認定されている。この教訓を生かせず、仲間の命を守れなかったことについて、私たちも労働組合として責任を痛感している。
　今回の公務災害の真の原因と責任の所在を明らかにし、原因を根絶することにより過重労働を撲滅していくことが、労使に課せられた責務であり、被災した職員とご遺族への贖罪である。
　その観点で2点申し上げる。
　1点目は、発災時の当局の対応についてである。
　3年前の基本要求交渉の場で、自治労県職労から「職員の過労自殺が発生したのではないか。」「背景にパワーハラスメントがあるという声もある」と質したのに対して、当時の河原労務担当局長は「当該職員は退職した」「パワハラはなかった」と回答した。
　公務災害が認定され、パワハラの実態が明らかになったことを踏まえると、3年前の労務担当局長の回
答は、事実を隠ぺいするための「虚偽回答」と言わざるを得ない。
　職員団体との公の交渉の場で、知事の代理たる労務担当局長が虚偽の回答をしたことは、労使の信頼関係を破壊するものであり、到底看過できない。謝罪とともに、なぜ虚偽の回答を行ったのかを釈明した上で、虚偽回答の撤回するよう求める。
　この事実は、自治労県職労としては、役員の記憶にも記録にも明確であるが、本日出席されている当局側には当時の職員がいないことから、後ほどきちんと記録を確認いただき、年明けの支部代交渉で回答をいただきたい。
　また、発災後、当該所属の職員に組合として事実関係を確認しようとしたところ、「かん口令」が敷かれ、事実確認ができなかったばかりか、発災翌日には当該職員は座席表からもメールアドレスも削除され、当該職員が「存在しなかった」かのような対応がされた。亡くなった職員に対してあまりにも無礼で人間性のない対応であり、この点についてはご遺族に謝罪すべきである。
　次に、亡くなられた職員を苦しめた知事特命事項に関する働かせ方である。
　本来、知事の発案を実行に移していくこと自体は、職員として当然の責務であると認識している。ただしこれは、心身ともに過重な負担にならない条件が整えられたうえでの話である。
　公務災害の発災以降現在に至るまで、知事特命事項を担う職場の労働実態が改善されているとはいえず、十分な条件が整えられているとは到底思えない。
　今年度になってからも、過労死水準の月80時間超の時間外勤務が発生した職場もそうであるし、さらに12月になって、健康医療局において、知事の強い指示に対応するため、年度途中でありながら、他所属からも人を抜いてプロジェクト事業を行おうとしている。
　このような「働かせ方」こそが、過重労働を引き起こし、過労死を生み出すことを自覚すべきであり、職員の命をないがしろにするこのような暴挙は即刻中止すべきである。
　知事特命事項のすべての業務について、勤務実態を検証し、実質的な時間外勤務がみとめられる業務については、必要な人員増や業務の進め方の見直し等を行い、それができなければ、事業の廃止、延期等を行うよう強く求める。
　それが真に職員の命を守ることだということを、当局は認識すべきである。
執行部の発言
〇過重労働について
・45時間超の職員は減る気配がない。7月以降は昨年度より増加している。
・80時間超もなくならず、100時間超の時間外まで発生している。これは民間では労働基準法違反であり、県においても条例・規則違反ではないのか。
・このような状況について、当局の認識を聞きたい。また、具体的にどのように改善するつもりか、当局の見解を聞きたい。
・知事特命事項を担当している所属で、上司から持ち帰り残業を指示された、という声が複数寄せられているが、働き方改革に反しているのではないか。実態を把握して是正すべきではないのか。
・すでに「仕事の見直し」は限界。常態的超勤職場には人員増をすべきだ。
・人員増ができないのであれば、県民生活に直接影響のない部門、業務の廃止等、抜本的な見直しをすべき
〇健康医療局の事案について
・今月になって突然、「自殺対策等に係る局内プロジェクトチームを設置するので人を出してほしい」と健康医療局内各課に話があった。
・自殺対策、ギャンブル依存症対策、身体的拘束など知事からの強い指示などにより、年度内に早急に取り組む必要がある事業が山積していることが、局内の各課から広く応援を仰ぐ理由とのことである。
・週2回プロジェクト業務を行うほか、他の日も自席でプロジェクト業務を行うこともあるという。
・通常業務に上乗せしての話であり、メンバーにされた職員だけでなく、その職員の業務を割り振られた職員も業務増となる。
・必要な業務ならば、体制を整えて行うべきであり、職員に過重な負担を負わせて行うことは到底容認できない。
・現場の切実な声を受け止めていただきたい。
〇指定管理制度について
・さがみ緑風園の指定管理制度の導入について、当局は「民間の力を活かして」と理由を説明しているが、具体的にはどのような力のことか？県になくて民間にある力とは何か？具体的に説明を求める。
・津久井やまゆり園について、指定管理者である「かながわ共同会」に問題があるかの話になっているが、そもそも直営ではなく、指定管理にしたこと自体に問題がなかったのか。そのことも含めて検証すべきではないか。
・指定管理制度で、施設運営に必要な人員の質や量が確保できるのか、その検証なくして新たに指定管理制度を導入することは問題である。
・臨任・非常勤職員を含め、現在さがみ緑風園で働いている職員の処遇の説明を求める。
〇新分庁舎について
・現在建設中の新分庁舎について、専門家が図面を見た結果、執務環境の狭さ、特に身体障害者が働けるスペースが確保されていないのではないかとの指摘がある。執務環境が担保されるのか説明を求める。
〇障害者雇用について
・12月9日の総務政策常任委員会で説明された「障がい者活躍推進計画（素案）」の中で、障害者雇用率を3％とする目標が掲げられているが、神奈川県においては過去に、県民団体との話し合いの中で、既に3％の独自目標を設定し、雇用率の算定方式が変わるまでは3％を維持してきた経緯がある。今回の目標との関係はどのようになっているのか関係性を明らかにすべきだ。
・自治労県職労はこれまでも、知的・精神障害者の雇用にあたって、本人の希望、専門家の助言等に基づき、ジョブコーチ等を配置するとともに、本人及び職場からの相談窓口を設置することを求めている。来年度こそ実行していただきたい。
・また、すべての職員に対して、知的障害者や精神障害者への正しい認識が持てるよう研修を行うこと。特に、知的障害者、精神障害者が配属される所属及び同一庁舎の所属、業務上関係する所属の職員に対しては、具体的な対応についてもきめ細かな研修を行うことも早急実施すべきである。
〇RPAの導入について
・RPAの導入にあたって、その効果に疑問の声もある。導入時に人員を削減せず、実務を検証する必要がある。
・RPAのシナリオ作成に、職員の負担はどの程度か説明を求める。



















































自らを守るため、組合に加入を！








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































